
 

                                                        

    

 

 

   

＜園目標＞ 「愛されて のびのびと育つ子」 

 

・安心して過ごす 

・思いを仕草や言葉で表現する 

・おいしい給食を食べ、眠る 

・少しずつ生活習慣を獲得していく 

 

心地よい生活を送る 

たくさん遊ぶ 

・身体を十分に動かす 

・砂、土、水、自然物に触れる 

・保育者や友だちと関わる 

       

 

安心して預けられる待機児童園 

・生命の保持と情緒の安定が保障された 

養護の確保 

・受容的、応答的な保育の実施 

・待機児童の随時受け入れ 

職員の連携 

・子ども一人一人を理解し、育ちを伝え合う 

・研修テーマに沿った保育を実践し、 

気づきを職員で共有する 

 ・他園に応援に出ている職員との連携 

（応援から戻る前月の会議での共通理解） 

安全な待機児童園 

・安全で衛生的な保育環境 

・子どもの命を守る災害対策 

・感染症対策の実施 

地域との関わり 

・散歩などを通した地域の方との触れ合い 

・連携園辻こども園との交流 

     (感染症の状況により判断) 

・避難訓練などを通した交流 

（高等学校）    

・他の待機児童園、こども園との交流 

          (公開保育参観) 

・年齢(月齢)、発達、興味 

を捉えた環境・玩具の用意 

・ 

 

関わりたくなる環境がある 

≪安心・安全な待機児童園≫ 

保護者と共に 

・保護者が子育ての 

悩みをなんでも 

相談できる園 

＜研修テーマ＞ 
子どもがワクワクするような環境づくり 

組織的な

園内研修 

＜手だて＞ 
・表情 発声 仕草から興味関心を読み取り関わる 
・思わず関わりたくなるような環境の工夫 

 

＜重点目標＞ 安心して 自分の思いを表現する 
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